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Ⅴ 特 集 輸送用機械器具製造業及び食料品製造業の過去１０年間の推移

県内の主要産業である、輸送用機械器具製造業及び食料品製造業について、平成

１２年度からの景況感ＤＩ、売上げＤＩ、設備投資実施率の推移をみてみる。

参 考 平成２０年工業統計 製造品出荷額第１位：輸送用機械器具製造業

従 業 員 数 第 １ 位：食料品製造業

景況感の推移

○ 輸送用機械器具の景況感ＤＩの過去１０年間の平均値は▲４２.４であり、製造業全体の

平均値（▲６２.１）を２０ポイントほど上回っている。Ｈ１７年１０-１２月期からＨ１８

年７-９月期までの４四半期はプラスの水準で推移しており、最高値はＨ１８年４-６月期の

＋１２.２だった。

○ 輸送用機械器具は、景況感ＤＩの変化幅が大きいという特徴がある。リーマンショック

の前後（Ｈ２０年７-９月期→Ｈ２１年１-３月期）では、▲４９.０から▲９８.５へ

４９.５ポイント下落した。また、直近のＨ２２年４-６月期は、前期より４１.３ポイント

と過去最大の上昇幅を記録している。

○ 食料品は、景況感ＤＩの変化幅が小さいという特徴がある。リーマンショックの前後で

も▲６５.４から▲７４.６へと９.２ポイントの下落に留まった。

○ 食料品は製造業全体と景況感ＤＩの動きが異なるという特徴もある。最高値を記録した

Ｈ１９年１-３月期は製造業全体のＤＩが下降局面に入ってからであるし、最低値を記録し

たのもＨ２１年１０-１２月期と製造業全体が最低値を記録したＨ２１年１-３月期とはタ

イムラグがある。

売上げの推移

○ 売上げＤＩの推移をみると、製造業全体、輸送用機械器具及び食料品のいずれもが、Ｈ

２１年１-３月期に最低の数値を記録している。リーマンショック以降の売上げの減少が大

きかったことがわかる。

○ 輸送用機械器具の売上げＤＩは、リーマンショックの前後で急落・急上昇している。Ｈ

２０年７-９月期からＨ２１年１-３月期までの２四半期で８６.３ポイント下落したが、Ｈ

２１年１-３月期からＨ２１年１０-１２月期までの３四半期では１０９.４ポイント上昇し

ている。

○ 食料品の売上げＤＩは、四半期ごとの特徴が顕著である。毎年４-６月期及び１０-１２月

期は前期比でプラスとなり、１-３月期及び７-９月期は前期比でマイナスとなっている。さ

らに、四半期ごとの変化幅が大きく、グラフがジグザグになるという特徴もある。

設備投資実施率の推移

○ 設備投資実施率の推移をみると、製造業全体及び輸送用機械器具はリーマンショック以

降に実施率が低調だったが、食料品は実施率３０％以上を維持し、Ｈ２１年７-９月期に最

高値を記録するなど、特徴的な動きをしている。
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１ 景況感ＤＩの推移

製造業全体の過去１０年間の平均値は▲６２.１であり、最も高かったのは、H18 年１-３

月期の▲２９.３、最も低かったのは H２１年１-３月期の▲９２.５だった。その差は６３.２

ポイントである。

リーマンショックの前後（Ｈ２０年７-９月期→Ｈ２１年１-３月期）のＤＩの変化をみる

と、▲７３.３から▲９２.５へと１９.２ポイント下落している。

輸送用機械器具の平均値は▲４２.４であり、最も高かったのは、H１８年４-６月期の＋

１２.２、最も低かったのは H２１年１-３月期の▲９８.５だった。その差は１１０.７ポイン

トである。

H１７年１０-１２月期から H１８年７-９月期までの４四半期間をプラスの水準で推移し

ており、過去１０年間の平均値は製造業全体を２０ポイントほど上回っている。

輸送用機械器具はＤＩの変化幅が大きいことが特徴である。リーマンショックの前後の D

Ｉの変化をみると、▲４９.０から▲９８.５へ４９.５ポイント下落した。

Ｈ１５年１-３月期は前期比３６.２ポイント上昇しており、直近のＨ２２年４-６月期は前

期比４１.３ポイントと過去最大の上昇幅であった。

食料品の平均値は▲６０.８であり、最も高かったのは、Ｈ１９年１-３月期の▲３７.９、最

も低かったのはＨ２１年１０-１２月期の▲８７.5だった。その差は４９.６ポイントである。

食料品はＤＩの変化幅が小さいことが特徴である。リーマンショックの前後でも、

▲６５.４から▲７４.６へと９.２ポイントの下落に留まった。

また、食料品は製造業全体とＤＩの動きが異なることに特徴がある。最高値を記録したＨ

１９年１-３月期は製造業全体のＤＩが下降局面に入ってからであるし、最低値を記録したの

もＨ２１年１０-１２月期と製造業全体とはタイムラグある。

H12 H13 H14 H15 H16 H17

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

製造業全体 ▲ 69.1 ▲ 60.6 ▲ 63.3 ▲ 76.0 ▲ 82.2 ▲ 87.0 ▲ 90.4 ▲ 86.3 ▲ 81.3 ▲ 82.0 ▲ 83.6 ▲ 74.6 ▲ 73.3 ▲ 62.5 ▲ 54.6 ▲ 47.5 ▲ 45.9 ▲ 37.2 ▲ 41.0 ▲ 43.3

輸送用機械器具 ▲ 71.1 ▲ 55.8 ▲ 53.7 ▲ 69.4 ▲ 79.7 ▲ 84.2 ▲ 91.9 ▲ 76.9 ▲ 62.1 ▲ 67.2 ▲ 76.2 ▲ 40.0 ▲ 27.1 ▲ 7.7 ▲ 9.8 ▲ 13.8 ▲ 18.3 ▲ 4.9 ▲ 11.3 ▲ 11.4

食料品 ▲ 71.1 ▲ 61.0 ▲ 57.9 ▲ 74.5 ▲ 73.3 ▲ 77.6 ▲ 83.0 ▲ 79.6 ▲ 59.0 ▲ 78.9 ▲ 70.6 ▲ 66.7 ▲ 69.8 ▲ 71.7 ▲ 53.0 ▲ 52.3 ▲ 48.4 ▲ 43.6 ▲ 46.6 ▲ 45.3

H17 H18 H19 H20 H21 H22

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

製造業全体 ▲ 44.5 ▲ 38.0 ▲ 31.1 ▲ 29.3 ▲ 31.4 ▲ 29.5 ▲ 32.6 ▲ 34.4 ▲ 38.6 ▲ 42.3 ▲ 49.2 ▲ 60.1 ▲ 63.0 ▲ 73.3 ▲ 89.8 ▲ 92.5 ▲ 90.0 ▲ 87.8 ▲ 90.8 ▲ 84.0 ▲ 72.1 ▲ 62.1

輸送用機械器具 ▲ 7.6 ▲ 2.9 10.5 6.3 12.2 8.6 ▲ 1.8 ▲ 13.3 ▲ 21.7 ▲ 16.1 ▲ 16.0 ▲ 39.6 ▲ 46.9 ▲ 49.0 ▲ 97.7 ▲ 98.5 ▲ 94.4 ▲ 96.4 ▲ 94.6 ▲ 94.4 ▲ 53.1 ▲ 42.4

食料品 ▲ 50.7 ▲ 44.8 ▲ 44.4 ▲ 46.8 ▲ 47.2 ▲ 43.8 ▲ 42.9 ▲ 37.9 ▲ 39.0 ▲ 49.1 ▲ 58.7 ▲ 67.3 ▲ 59.3 ▲ 65.4 ▲ 69.0 ▲ 74.6 ▲ 66.7 ▲ 60.7 ▲ 87.5 ▲ 83.6 ▲ 69.8 ▲ 60.8

平均値

景況感 DI の推移
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製造業全体

輸送用機械器具

食料品

製造業全体

H18.1-3月期

▲29.3

製造業全体

H21.1-3月期

▲92.5

食料品

H21.10-12月期

▲87.5

食料品

H19.1-3月期

▲37.9

製造業全体

食料品

輸送用機械器具

H18.4-6月期

＋12.2

輸送用機械器具

H21.1-3月期

▲98.5

輸送用機械器具

輸送用機械器具

48.7ポイント

下落

輸送用機械器具

41.3ポイント

上昇
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２ 売上げＤＩの推移

製造業全体の過去１０年間の平均値は▲２１.５であり、最も高かったのはＨ１７年１０-

１２月期の＋１２.３だった。プラスの水準はこのときを含めて５回記録している。最も低か

ったのは、Ｈ２１年１-３月期の▲７６.６だった。Ｈ１９年１-３月期以降、１４四半期連続で

マイナスの水準となっている。当調査では季節調整を行っていないため、毎年１０-１２月期

は前期に比べてＤＩは改善するが、唯一の例外はリーマンショック直後のＨ２０年１０-１２

月期だった。このときは前期比で１１.３ポイント下落している。

輸送用機械器具の平均値は▲１２.４であり、最も高かったのはＨ１５年１-３月期の＋

３０.５だった。プラスの水準はこのときを含めて１３回記録している。直近のＨ２２年４-６

月期は＋２８.６であり、過去２番目に高い値となっている。最も低かったのは、Ｈ２１年

１-３月期の▲９８.５だった。

リーマンショックの前後をみると、Ｈ２０年７-９月期からＨ２１年１-３月期までの２四半

期で８６.３ポイント急落したが、Ｈ２１年１-３月期からＨ２１年１０-１２月期までの３四半

期で１０９.４ポイント上昇している。

食料品の平均値は▲１９.７であり、最も高かったのはＨ１８年１０-１２月期の＋２１.４だ

った。プラスの水準はこのときを含めて７回記録している。最も低かったのは、Ｈ２１年

１-３月期の▲６５.１だった。

食料品は四半期ごとの特徴が顕著であり、毎年４-６月期及び１０-１２月期が前期比でプラ

スとなり、１-３月期及び７-９月期は前期比でマイナスとなっている。さらに、四半期ごとの

変化幅が大きく、グラフがジグザグになることも特徴として挙げられる。

製造業全体、輸送用機械器具及び食料品のいずれもが、Ｈ２１年１-３月期に最低の数値を

記録しており、リーマンショック以降の売上げの減少が大きかったことが読み取れる。

H12 H13 H14 H15 H16 H17

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

製造業全体 ▲ 16.2 ▲ 13.1 7.0 ▲ 33.1 ▲ 35.7 ▲ 48.4 ▲ 32.9 ▲ 47.3 ▲ 24.9 ▲ 29.0 ▲ 14.8 ▲ 27.3 ▲ 18.6 ▲ 17.5 0.9 ▲ 14.8 ▲ 14.6 ▲ 10.0 0.6 ▲ 24.4

輸送用機械器具 ▲ 23.1 7.0 7.3 ▲ 4.2 ▲ 51.6 ▲ 28.1 ▲ 47.5 0.0 ▲ 44.8 0.0 ▲ 23.8 30.5 ▲ 27.9 23.1 4.9 ▲ 6.2 ▲ 8.5 9.7 ▲ 16.1 ▲ 8.6

食料品 ▲ 17.9 ▲ 20.0 7.9 ▲ 59.6 ▲ 15.6 ▲ 51.0 ▲ 12.8 ▲ 57.4 ▲ 6.6 ▲ 24.6 ▲ 2.0 ▲ 50.8 0.0 ▲ 14.5 3.0 ▲ 31.8 ▲ 9.4 1.8 17.2 ▲ 46.9

H17 H18 H19 H20 H21 H22

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

製造業全体 ▲ 12.3 ▲ 9.7 12.3 ▲ 16.4 ▲ 7.6 ▲ 8.6 0.5 ▲ 22.5 ▲ 15.0 ▲ 14.3 ▲ 2.8 ▲ 28.6 ▲ 29.3 ▲ 40.3 ▲ 51.6 ▲ 76.6 ▲ 49.8 ▲ 32.6 ▲ 22.5 ▲ 26.4 ▲ 12.1 ▲ 21.5

輸送用機械器具 0.0 8.7 8.9 9.1 2.1 ▲ 1.7 1.8 ▲ 32.8 ▲ 23.0 ▲ 5.5 ▲ 3.9 ▲ 35.8 ▲ 24.5 ▲ 12.2 ▲ 75.4 ▲ 98.5 ▲ 42.6 ▲ 7.3 10.9 ▲ 5.7 28.6 ▲ 12.4

食料品 ▲ 4.4 ▲ 16.4 16.7 ▲ 41.9 13.5 ▲ 8.0 21.4 ▲ 43.1 3.4 ▲ 26.3 0.0 ▲ 43.4 ▲ 3.4 ▲ 22.6 ▲ 15.8 ▲ 65.1 ▲ 22.8 ▲ 29.8 ▲ 46.4 ▲ 60.0 ▲ 20.4 ▲ 19.7

平均値
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３ 設備投資実施率の推移

製造業全体が最も高かったのは、Ｈ１７年４-６月期の３６.８％であり、最も低かったのは

Ｈ２１年１-３月期の１５.４％だった。過去１０年間の平均値は２５.８％となっている。

輸送用機械器具が最も高かったのは、Ｈ１７年１０-１２月期の５７.１％だった。実施率

５０％超は、Ｈ１５年７-９月期（５４.７％）、Ｈ１７年７-９月期（５１.５％）を含めて３

回記録している。

最も低かったのはＨ２２年１-３月期の１４.８％だった。平均値は３７.７％となっている。

食料品が最も高かったのは、Ｈ２１年７-９月期の５５.４％であり、最も低かったのはＨ

１２年１０-１２月期の２１.６％だった。平均値は３７.３％となっている。

製造業全体及び輸送用機械器具はリーマンショック以降に実施率が低調だったが、食料品

は実施率３０％以上を維持し、最高値も記録するなど、特徴的な動きをしていることがわか

る。

H12 H13 H14 H15 H16 H17

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

製造業全体 27.6 26.0 27.4 19.2 22.8 22.1 16.4 16.5 19.4 22.1 22.1 23.3 26.7 28.7 26.8 26.0 31.7 32.2 34.5 33.2

輸送用機械器具 41.0 27.9 39.0 18.8 30.2 31.6 18.0 34.6 27.6 37.9 36.1 45.0 45.0 54.7 47.5 44.4 42.0 47.5 46.8 44.1

食料品 34.2 39.0 21.6 23.9 40.0 28.6 22.9 22.6 34.4 41.1 35.3 23.7 30.2 37.7 33.8 32.8 45.9 30.9 42.9 35.4

H17 H18 H19 H20 H21 H22
4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

製造業全体 36.8 32.8 34.1 33.5 31.3 34.6 32.5 26.6 31.1 29.4 25.0 25.1 27.8 25.2 19.3 15.4 16.9 20.2 17.4 15.7 22.3 25.8

輸送用機械器具 43.3 51.5 57.1 49.2 49.0 47.4 42.9 36.1 47.5 49.1 35.3 26.9 42.9 45.8 30.4 16.4 20.8 23.6 19.6 14.8 36.7 37.7

食料品 45.6 41.5 40.0 37.1 47.2 54.2 40.0 30.4 36.2 49.1 34.8 40.0 36.8 42.3 36.8 34.4 38.6 55.4 39.3 49.1 44.4 37.3

平均値

設備投資実施率の推移
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